
選挙では一票の大切さを選挙では一票の大切さを

出資金増資の
取り組みを学びたい
出資金増資の

取り組みを学びたい 新規事業拡大の見通しは新規事業拡大の見通しは

智恵を出し合いましょう智恵を出し合いましょう

私
が
最
も
自
慢
で
き
る
診

療
科
は
宮
崎
生
協
病
院

「
小
児
科
」。
今
度
の
附
属

棟
建
設
に
小
児
科
の
充
実

を
一
番
に
望
ん
で
い
ま
す
。

小
児
科
は
地
域
に
し
っ
か

り
と
根
づ
い
て
い
ま
す
。
10

年
程
前
か
ら
新
米
マ
マ
さ

ん
を
対
象
に「
す
く
す
く
子

育
て
教
室
」
が
開
催
さ
れ

て
い
て
知
名
度
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
こ
と
に
気
づ
か
せ

て
く
れ
た
の
が
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
参
加
で
し
た
。

附
属
棟
に
は
新
た
に
人
工

透
析
も
導
入
さ
れ
ま
す
▼

数
ヶ
月
前
、
東
京
か
ら
来

た
孫
が
発
熱
で
生
協
病
院

小
児
科
を
受
診
し
、
愛
甲

先
生
、
上
野
先
生
の
診
療

を
受
け
ま
し
た
。
検
査
の

結
果
、
よ
り
詳
し
い
検
査

が
必
要
と
い
う
こ
と
で
、

他
の
病
院
を
紹
介
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
紹
介
先

の
病
院
で
も
検
査
を
。
孫

は
3
9
、
8
℃
の
高
熱
で

グ
ッ
タ
リ
で
し
た
が
、
そ

の
ま
ま
自
宅
に
戻
り
ま
し

た
▼
痛
々
し
い
孫
の
姿
に

私
は
ど
う
対
処
し
て
い
い

の
か
も
分
か
ら
ず
、
東
京

に
戻
っ
た
孫
は
病
院
で

再
々
検
査
、
夕
方
6
時
す

ぎ
に
や
っ
と
入
院
治
療
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
▼
生
協

病
院
の
小
児
科
に
は
素
晴

ら
し
い
先
生
方
が
い
ま
す
。

子
ど
も
が
安
全
に
動
け
る

ス
ペ
ー
ス
を
も
っ
た
附
属
棟

の
充
実
を
期
待
し
ま
す
。

（
M
・
H
）

体
温
計

訪問看護ステーション
訪問看護ステーション

居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

☎(0985)24-6877

☎(0985)23-0050
☎(0985)58-1222
☎(0985)52-6715
☎(0982)26-7100
☎(0985)23-7728
☎(0982)31-1442
☎(0985)24-8538
☎(0985)24-6545
☎(0982)31-1453
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

宮崎医療生活協同組合

「おげんきですか」へのご意見・ご感想をおよせください。 Eメール：mcoop1030@ray.ocn.ne.jp
クイズの答えはEメールでも
受け付けております→

FAXFAX　29-483929-4839

FAXFAX　23-030323-0303
FAXFAX　58-311058-3110
FAXFAX　51-900451-9004
FAXFAX　26-710126-7101
FAXFAX　24-051524-0515
FAXFAX　31-145231-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

FAX　29-4839

FAX　23-0303
FAX　58-3110
FAX　51-9004
FAX　26-7101
FAX　24-0515
FAX　31-1452
FAX　24-0515
FAX　29-4839
FAX　31-1452
FAX　31-1452
FAX　26-1944

駐車場のご案内 生協病院北側（正面玄関側）駐車場は、附属棟建設工事のためご利用になれません。
患者・組合員様は西側駐車場をご利用頂きますようご協力をお願い申し上げます。

（
応
募
数
32
通
）

（
正
解　

30
通
）

　

安
倍
自
公
政
権
は
「
シ
ン
ゾ
ウ
！
買
っ
て
く
れ
る

だ
ろ
う
な
」
と
、
ア
メ
リ
カ
の
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
の

言
う
が
ま
ま
に
、
F
35
戦
闘
機
1
4
7
機
や
イ
ー
ジ

ス
ア
シ
ョ
ア
な
ど
米
製
武
器
の
爆
買
い
に
走
っ
て
い

ま
す
。
暮
ら
し
と
平
和
を
守
る
た
め
「
軍
事
費
を

削
っ
て
暮
ら
し
と
社
会
保
障
に
ま
わ
せ
！
」
と
今
、

私
た
ち
は
声
を
上
げ
ま
し
ょ
う
。

　

F
35
は
敵
の
レ
ー
ダ
ー
に
発
見
さ
れ
に
く
い
ス
テ

ル
ス
戦
闘
機
で
、
相
手
国
に
侵
入
す
る
た
め
の
攻
撃

兵
器
な
の
で
す
。
専
守
防
衛
の
た
め
の
戦
闘
機
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
4
月
9
日
に
青
森
県
三
沢
沖
で
墜
落

し
た
航
空
自
衛
隊
の
F
35
A
は
、
事
故
原
因
も
わ
か

ら
な
い
欠
陥
機
な
の
に
1
機
1
1
6
億
円
も
す
る
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
ク
イ
ズ
で
す
。
F
35
A
１
機
分
の
予
算

で
、
保
育
所
を
（ 

㋑ 

）
人
分
つ
く
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
が
（ 

㋺ 

）
人
分
、

学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
4
、
0
0
0
教
室
分
も
で

き
る
の
で
す
。
２
つ
の
（　

）
の
中
へ
そ
れ
ぞ
れ
左

記
の
①
か
②
を
入
れ
て
く
だ
さ
い
。

【
ヒ
ン
ト
】
：
保
育
所
１
人
当
た
り
建
設
費
は
約
2
8
5

万
円
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
１
人
当
た
り
建
設
費
は

1
、
3
0
5
万
円
、
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
1
教
室

あ
た
り
約
2
9
0
万
円
で
す
。

〒
8
8
0
ー

0
8
2
4

宮
崎
市
大
島
町
天
神
前
一
一
七
五
ー

三

　

宮
崎
医
療
生
活
協
同
組
合

「
生
協
ク
イ
ズ
」
係
宛

※
名
前
の
書
き
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

郵
便
は
が
き
に
、
答

え
、住
所
、氏
名
、電
話

番
号
を
ご
記
入
の
う
え
、

下
記
の
宛
先
ま
で
お
送

り
く
だ
さ
い
。ま
た
、Ｅ

メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け

て
お
り
ま
す
。「
お
げ
ん

き
で
す
か
」を
読
ん
で
の

ご
意
見
・
ご
感
想
な
ど
も

お
書
き
く
だ
さ
い
。正
解

者
の
中
か
ら
抽
選
で
５

名
の
方
に
図
書
カ
ー
ド

を
差
し
上
げ
ま
す
。〆
切

は
７
月
31
日
で
、
当
選

者
は
９
月
号
の
紙
面
で

発
表
し
ま
す
。

【
応
募
方
法
】

【
送
り
先
】

【
６
月
号
の
答
え
】 

【
５
月
号
当
選
者
】

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ

生
協
ク
イ
ズ
（No.182)（No.182)

（
出
題　

編
集
委
員
会
）

①
老
う
↓
負
う　
　

②
金
↓
名

③
紙
↓
絵　
　
　
　

④
孫
↓
馬
子

⑤
ほ
と
と
ぎ
す
↓
雉

赤
木　

時
夫
さ
ん（
日
向
市
）

坂
本　

光
理
さ
ん（
宮
崎
市
）　

小
玉　
　

卓
さ
ん（
宮
崎
市
）

加
藤　

明
嗣
さ
ん（
宮
崎
市
）

叶　
　

明
美
さ
ん（
宮
崎
市
）

居宅介護支援事業所 ☎(0982)31-1453 FAXAX 3
3
2

居宅介護支援事業所
生協ホームヘルプサービス

(098 )31 53
☎(0982)26-2536
☎(0985)23-7168

FAXAX
FAX

こ
の
会
議
は
、
十
分
な
討
議
の
時
間
を
確
保
し
て
、

宮
崎
医
療
生
協
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
、
6
月
30
日
に
開

催
し
た
通
常
総
代
会
で
区
域
別
総
代
会
議
で
の
質
疑
や

意
見
を
反
映
さ
せ
る
も
の
で
す
。
仁
田
脇
弘
文
専
務
理

事
が
各
議
案
の
説
明
を
、
各
支
部
か
ら
1
年
間
の
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
総
代
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意

見
や
要
望
な
ど
が
で
ま
し
た
。

　

5
月
24
日
（
金
）、
宮
崎
医
療
生
協
本
部
に
23

名
の
総
代
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
代
か
ら

●
「
医
療
生
協
四
課
題
の
中
の
担
い
手
づ
く
り
。
医

療
生
協
と
し
て
ど
の
よ
う
な
組
合
員
を
担
い
手

と
し
て
考
え
て
い
る
の
で
す
か
」

●
「
お
げ
ん
き
で
す
か
4
月
号
に
『
私
た
ち
医
療
生

協
の
4
つ
の
柱
』
を
掲
げ
て
い
る
が
、
介
護
施
設

を
利
用
す
る
に
あ
た
り
、
相
談
で
き
る
場
が
な

い
よ
う
に
み
え
る
。
医
療
生
協
の
介
護
施
設
が
利

用
で
き
な
く
て
も
解
決
す
る
方
法
を
知
り
た
い
」

●
「
医
療
生
協
を
こ
こ
ま
で
大
き
く
成
長
さ
せ
た
先

輩
方
、
苦
し
い
時
代
に
出
資
金
に
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
組
合
員
な
ど
の
苦
労
を
今
の
職
員
に

し
っ
か
り
と
伝
え
て
欲
し
い
。
職
員
と
組
合
員

同
志
の
関
係
づ
く
り
が
医
療
生
協
の
発
展
に
つ

な
が
る
。
信
頼
で
き
る
人
間
関
係
づ
く
り
を
第

６
次
５
ヶ
年
計
画
の
中
で
行
っ
て
欲
し
い
」

●
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
中

で
も
子
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
体
力
的
に
も
大
変
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
あ
く
ま
で

も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
体
制
の
悪
い
中
、

今
後
ど
の
よ
う
な
方
針
で

取
り
組
む
の
か
」

な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

《
ブ
ロ
ッ
ク
別
総
代
会
議
と
は
》

第
１
号
議
案
：
2
0
1
8
年
度
活
動
報
告
・
事
業
報
告
・
決
算
報
告

　
　
　
　
　

 

（
監
査
報
告
含
む
）
及
び
剰
余
金
処
分
承
認
の
件

第
２
号
議
案
：
2
0
1
9
年
度
組
合
員
活
動
・
事
業
計
画
・
予
算
承
認
の
件

第
３
号
議
案
：
第
６
次
５
ヶ
年
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

第
４
号
議
案
：
2
0
1
9
年
度
役
員
報
酬
限
度
額
の
件

第
５
号
議
案
：
役
員
補
充
の
件

第
６
号
議
案
：
特
別
決
議
の
件

第
７
号
議
案
：
議
案
議
決
効
力
発
生
の
件

（
中
央
支
部
・
あ
お
き
支
部
・
東
部
支
部
）

宮
崎
中
央
ブ
ロ
ッ
ク

　

5
月
27
日
（
月
）、
都
城
市
ウ
エ
ル
ネ
ス
交
流
プ

ラ
ザ
に
5
名
の
総
代
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
代
か
ら

●
「
組
合
員
が
高
齢
化
し
て
き
て
い
る
の
で
、
支
部

総
会
の
会
場
や
班
会
へ
の
交
通
手
段
が
困
難
に

な
り
、
医
療
生
協
の
活
動
を
継
続
し
て
い
く
こ

と
が
厳
し
く
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
送
迎
が
一

番
の
問
題
で
す
」●

「
組
合
員
が
集
う
『
た
ま
り

場
』
が
ほ
し
い
」

●
「
研
修
医
の
医
師
が
研
修
後
、

ど
こ
に
進
ま
れ
た
か
が
知
り

た
い
」

●
「
生
協
病
院
の
見
学
を
計
画

し
て
い
ま
す
」

な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

（
都
北
支
部
・
西
諸
・
え
び
の
・
小
林
・
日
南
・
串
間
・
南
那
珂
）

県
南
ブ
ロ
ッ
ク

　

5
月
28
日
（
火
）、
宮
崎
医
療
生
協
本
部
に
19
名

の
総
代
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
代
か
ら
、

●
「
以
前
は
支
部
の
活
動
や
行
事
に
職
員
が
積
極
的

に
参
加
し
て
い
た
が
、
最
近
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。

も
っ
と
組
合
員
と
と
も
に
活
動
す
れ
ば
、
そ
の
中

か
ら
得
る
も
の
が
あ
る
と
思
う
。〝
で
か
け
る
・
つ

な
が
る
・
安
心
を
結
ぶ
〞ス
ロ
ー
ガ
ン
倒
れ
に
な

ら
な
い
よ
う
に
、
実
践
で
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
」

●
「
公
民
館
で
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
を

行
っ
た
が
長
続
き
し
な
い
。
長

続
き
す
る
方
法
を
聞
き
た
い
」

●
「
職
員
と
組
合
員
が
と
も
に

医
療
生
協
運
動
を
ど
の
よ
う

に
広
げ
て
い
く
の
か
。
い
ろ
い

ろ
な
知
恵
を
出
し
合
い
な
が

ら
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

（
国
富
綾
支
部
・
西
部
支
部
・
大
塚
江
南
支
部
・
小
松
支
部
・
高
岡
）

宮
崎
西
ブ
ロ
ッ
ク

　

5
月
29
日
（
水
）、
こ
の
は
な
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
に

17
名
の
総
代
が
参
加
し
ま
し
た
。
総
代
か
ら
、

●
「
宮
崎
医
療
生
協
に
お
け
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、
生
協
病
院
に
新
た
な
担
当
の
窓
口
が

必
要
で
し
ょ
う
か
」

●
「
通
常
総
代
会
は
、
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
る
の
で
、

医
師
や
職
員
も
積
極
的
に
参
加
し
て
欲
し
い
」

●
「
日
本
に
は
平
和
憲
法
が
あ
り

ま
す
が
、
戦
闘
機
な
ど
の
爆

買
い
を
は
じ
め
恐
ろ
し
い
方

向
に
進
ん
で
い
ま
す
。
今
年

は
参
議
院
議
員
選
挙
の
年
、

一
票
の
大
切
さ
を
医
療
生
協

か
ら
発
信
し
て
欲
し
い
」

な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

（
大
淀
支
部
・
こ
の
は
な
支
部
・
清
武
・
田
野
）

宮
崎
南
ブ
ロ
ッ
ク

5
月
24
日
〜
30
日
、区
域
ご
と
に
総
代
が
参
加
し
て
総
代
会
議
を
開
催
さ
れ
ま
し
た

　

5
月
30
日
（
木
）、
延
岡
市
社
会
教
育
セ
ン
タ
ー
に
26
名
の
総
代
が

参
加
し
ま
し
た
。
総
代
か
ら

●
「
毎
月
の
決
算
の
中
で
人
件
費
の
問
題
が
い
つ
も
で
て
い
る
。
節
約
は

当
然
だ
が
、
必
要
な
物
は
購
入
し
て
も
そ
の
代
償
は
受
け
ら
れ
る
。

予
算
の
考
え
方
を
改
め
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
」

●
「
安
倍
政
権
は
2
0
1
9
年
度
方
針
の
中
で
社
会
保
障
費
を
削
減
し

て
い
る
が
、
我
々
は
こ
れ
と
闘
わ
な
け
れ
ば
暮
ら
し
が
保
て
な
い
。

改
憲
に
向
け
て
反
対
署
名
活
動
を
行
っ
て
い
る
が
、
他
の
署
名
に
し

て
も
数
が
少
な
い
。
目
標
数
達
成
ま
で
の
課
題
の
繰
り
返
し
活
動

が
必
要
な
の
で
は
」

●
「
地
域
医
療
構
想
の
内
容
を
私
た
ち
は
知
る
必
要
が
あ
る
が
、
こ
れ

を
明
ら
か
に
さ
せ
る
運
動
が
必
要
」

●
「
介
護
事
業
で
は
い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
あ
る
が
、

宮
崎
医
療
生
協
で
の
新
規
事
業
拡
大
の
計
画

と
し
て
見
通
し
が
あ
る
の
か
。
私
た
ち
に
も
希

望
が
も
て
る
の
か
」

●
「
医
療
生
協
の
居
宅
支
援
事
業
所
は
、
組
合
員
の
こ

と
だ
け
で
な
く
地
域
と
の
つ
な
が
り
も
大
切
に
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
し
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
要
請
が
あ
れ
ば
受
け
入
れ
る
必
要
も
あ
る
」

な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

（
県
北
支
部
・
南
方
支
部
・
日
向
支
部
・
入
郷
）

県
北
ブ
ロ
ッ
ク

　

5
月
31
日
（
金
）、
宮
崎
医
療
生
協
本
部
に
23
名
の
総
代
が
参
加

し
ま
し
た
。
総
代
か
ら

●
「
医
療
制
度
改
革
の
下
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
で
受
診
で
き
る
と
聞
い

た
が
、
個
人
情
報
が
わ
か
る
の
で
怖
い
。
少
な
い
年
金
の
中
で
介
護
保

険
料
は
1
割
以
上
引
か
れ
て
い
る
。
7
月
の
参
議
院
選
挙
で
こ
の
よ
う

な
問
題
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
ら
、
医
療
生
協
か
ら
も
訴
え
て
欲
し
い
」

●
「
こ
の
は
な
生
協
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
外
来
患
者
数
の
減
少
、
給
与
費
と

人
件
費
予
算
と
の
乖
離
、
15
〜
20
年
後
の
医
療
生
協
の
展
望
を
踏

ま
え
た
資
金
の
確
保
、
次
期
ク
リ
ニ
ッ
ク
開
設

の
予
定
を
お
聞
き
し
た
い
」

●
「
1
億
円
出
資
金
増
資
運
動
の
取
り
組
み
が
掲

載
さ
れ
て
い
る
が
、
組
合
員
新
規
加
入
の
こ
と

は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
」

●
「
大
分
医
療
生
協
か
ら
6
億
円
の
出
資
金
増
資

運
動
に
取
り
組
ん
だ
話
を
聞
い
た
。
組
合
員
の

つ
ど
い
で
大
分
医
療
生
協
の
話
し
を
聞
き
た
い
」

な
ど
の
意
見
が
で
ま
し
た
。

（
佐
土
原
支
部
・
東
大
宮
支
部
・
住
吉
支
部
・
北
２
支
部
・
西
都
・
児
湯
）

宮
崎
北
ブ
ロ
ッ
ク

信頼できる人間関係づくりを信頼できる人間関係づくりを交通手段が一番の問題交通手段が一番の問題

① 

9
0
0　
　

② 

4
、0
0
0

か
い
り

循環器内科（遠藤･高田･中島）、消化器内科（古谷）、呼吸器内科（高橋聡･永友）、糖尿病内科（植野）、内科･リハビリ（浜田･高橋麻里子）、内科（柳田）
外科・肛門外科（山岡･葉山･末岡）、小児科（山元･上野･愛甲･久保）、後期研修医（堀・加藤）、初期研修医（當瀬・日高・林・井上・有田）

月

火

水

木

金

土

内　　　　　　　　　科
午　　　前

一　般
1診 2診 3診

一　般
1診 2診 3診4診 5診

予　約　制 予　約　制

受付　8：00～11：00
診療　8：30～12：00

受付
17：00～
　  19：30
診療
17：30～
　  20：00

受付
8：00～11：45

診療
8：30～12：30

受付
8：00
　～11：45
診療
8：30
　～12：30

特診

アレルギー
（要予約）

特診

脳波
神経

（要予約）
（要予約）

受付
16：30～
　　19:00
診療
17：00～
　　19：30

14：00
～

17：00

13：30
～

16：30
（要予約）

13：45
～

16：15

受　付
13：30～16：30
診　療

14：00～17：00
交替制

第1･3･5週
山岡又は葉山

第2･4週
末　岡

午　前 午　前 午　　後

乳児健診外　来 予防接種

夜　間
午　　後 夜　間

外　科 小　　　児　　　科

交替制

遠　藤

交替制

遠　藤

遠　藤

交替制

古　谷

植　野

古　谷

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

交替制

遠　藤

高　田

遠　藤

高　田

中島徹

1週：高田
2週：高橋聡
3週：植野
4週：永友

1診:山元
2診:愛甲

1診:久保
2診:山元

1診:山元
2診:久保

1診:愛甲
2診:久保

1診:上野
2診:愛甲 山元

予約のみ17:00～18:00
遠　藤

夜間一般17:30～20:00
交替制

予約のみ18:00～19:00
高　田 休　　　診

休　診

宮崎市大島町天神前1171
☎0985（24）6877

交替制

上　野交替制

交替制

山　岡

葉　山

山　岡

久　保

愛甲　
／
　山元

上　野

山　元

久　保

交替制

上　野 愛甲

愛甲

交替制

愛甲又は
山元

交替制交替制

交替制 久　保

久　保

上　野

愛　甲

交替制

山　元葉　山

交替制

第1・3・5週は休診
第2・4週14：00～15：00
交替制

15：00～17：00
小　牧

13：30～17：00

高橋聡

ペースメーカー外来
遠　藤

交替制

交替制

休　診 休　診 休　診 休　診

◎
病
院
及
び
医
師
の
都
合
上
、
右
表
の
と
お
り
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●診療科は内科。●火曜、水曜、金曜の13：30～15：00までは訪問診療。

入居者を募集しています。入居希望の方は、各介護施設または介護事業部（0985）23-7168
（大田原良治）までご連絡ください。

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-55-0025

小規模多機能ホーム

宮崎市大島町国草142-2
ＴＥＬ 0985-75-0700

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市祇園3丁目195番地
ＴＥＬ 0985-61-7720

小規模多機能ホーム
高齢者共同住宅

宮崎市大塚町西ノ後3435番地１
ＴＥＬ 0985-52-2225

グループホーム

グループホーム にじの樹　　　
　　　　TEL 0985-35-6022
デイサービス和知川原　　　
　　　　TEL 0985-32-3414

れいんぼう会館
宮崎市和知川原２丁目25-1

◎介護保険の申請や相談については上記の居宅介護支援事業所に
　お問い合わせください。

延岡市浜砂1丁目5番6号宮崎市和知川原2丁目25-1

☎0985（24）8538

☎0985（23）7728

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

☎0982（31）1453

☎0982（31）1442

☎0982（26）2536

・居宅介護支援事業所

・訪問看護ステーション

・ホームヘルプサービス

●土曜日夜間の内科・
　小児科外来は休診です。

受付　13：30～16：00
診療　14：00～17：00

8：30～10:00

第1・3・5
（高橋聡）
第2・4
（永友）

8：30～10:00
堀

11：00～12:00
高橋麻里子

14：00～15:00
交替制

15：00～17:00
小　澤

13：30～17:00

高橋聡
14：00～15:00

高橋麻里子

13：30～17:00

永　友
15：00～17:00

加　藤

月

火

水

木

金

土

午　前 午　後 夜　間診
療
時
間

植　野

植　野

植　野

植　野

訪問診療

 8：30～12：30
（受付12：00）まで

 17：00～19：00
（受付18：45）まで

宮崎市和知川原2丁目25-1　 ☎0985（23）0050

生協病院からの支援

植　野
第3土曜休診

植　野

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅

三　宅
三　宅

午　前
8：30～12：30
（受付11：30）まで

第1土曜休診

宮崎市大塚町大迫南平4401　☎0985（52）6715
午　後

16：00～18：00
（受付17：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）
三　宅

17：00～19：00
（受付18：30）まで

三　宅

休診（訪問診療）

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

末　岡

末　岡

末　岡

休　診

末　岡

休　診

末　岡

末　岡

末　岡

末　岡

午　前 午　後
15：00～
17：30まで

月曜日
　～土曜日
9：30～16：00

通所介護
デイサービス

9：00～12：30
（受付12：00）まで

延岡市浜砂1丁目5-17　☎0982（26）7100

生協病院からの支援
14：00～17：00

第1・3
柳　田

診
療
時
間

月

火

水

木

金

土

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

中　村

休診（訪問診療）

午　前 午　後
15：00～
18：00まで

第1週のみ
15：00～18：00
第2･3･4･5週は
16：30～19：00

月曜日
　～土曜日
9：00～15：30

通所介護
デイサービス

8：45～12：30
（受付12：00）まで

宮崎市大字熊野1613　☎0985（58）1222

中　村

中　村

中　村
中　村

（7/27～8/31は休診）

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。



東
大
宮
支
部
の

黒
木
正
勝
さ
ん
を

紹
介
し
ま
す
。
運

営
委
員
と
し
て
長

年
活
躍
し
て
い
た

だ
い
て
お
り
ま
す
。

学
習
班
の
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と
し
て
は
、

水
俣
病
に
つ
い
て
現
地
に
赴
い
て
学
ん
だ

り
、
ま
た
近
年
は
木
城
町
に
あ
る
施
設
『
石

井
十
次
記
念
館
』
の
訪
問
か
ら
始
ま
り
、

そ
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
倉
敷
中
央
病
院
を

訪
問
す
る
な
ど
。
知
識
人
と
し
て
の
人
脈

を
生
か
し
て
班
の
メ
ン
バ
ー
達
と
旅
す
る
幅

の
広
い
班
活
動
を
手
が
け
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
も
東
大
宮
支
部
の
大
き
な
一
本
の
柱
と

し
て
皆
が
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
東
大
宮
支
部 

運
営
委
員
一
同
）

《
お
問
い
合
わ
せ
》　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

組
織
部 

０
９
８
５
・
３
１
・
９
０
５
５

〜
配
布
協
力
員
紹
介
〜

◎売店にお弁当など置いてほしい。カップ麺しかなくてキツかった。

6月度宮崎生協病院利用委員会6月度宮崎生協病院利用委員会虹の声虹の声虹の声

み ん な の 声
◎新しい職員の方が入ってこられ、頼もしく思います。生協病院の益々の
発展を期待しています。　　　　　　   　　　　  （宮崎市Ｋさん男性）

2
0
1
9
年
6
月
度　

理
事
会
の
報
告
（
6
月
8
日
開
催
）

＜報告・承認事項＞

①5月度の組合員増やしは66名（目標119名）、出資金増資は879万円（目標741万
円）、班づくり0班、班会開催71回でした。

　地域包括支援センターについて、ブロック別総代会議で出された意見及び質疑応答に
ついて、仲間増やし・出資金増資の教訓事例について意見交換を行いました。生協病
院附属棟建設運動では、附属棟の写真を活用した宣伝の強化などの意見がでました。

②平和と社会保障を守る取り組みでは、「辺野古新基地建設関連、米兵・軍属の道交法
違反」、「原発問題」、「10月の消費税増税に反対57.6％」、「経済財政諮問会議、国
保料の税金での穴埋めを求める」、「ＷＨＯｹﾞｰﾑ依存症として認定」、「受動喫煙、世界
で800万人の死者、40％以上が肺がん」、「新田原基地着艦終了」、「宮崎市自治体
健診受診率24.3％、県内26市町村で７年連続ワースト1位」など報告がありました。

③2019年4月の経営概況は、法人の経常利は937万円（予算差1,629万円、前年差
322万円）の到達でした。また、4月度の病院の経営状況についての報告もありました。

④管理部規程・議決事項一部変更について、就業規則改定について、宮崎生協病院
改修工事について、宮崎医療生協第30回通常総代会について、第30期第1回法
人理事会開催日について、異議なく承認・可決されました。

＜審議・決定事項＞

①5月度事業所活動について
②5月度医療安全管理委員会について
③5月度宮崎生協病院利用委員会について
④5月度県連介護事業所責任者会議について
⑤5月度経営協議会について
⑥第29期第22,23回常勤理事会について
⑦宮崎民医連第10期第13回理事会について

⑧県社保協第2回幹事会について
⑨人事について
⑩不明組合員の調査状況では359名に電
話かけをおこない、59名の住所が判明
しました。
⑪2018年度宮崎医療生活協同組合決算
再報告について

以上の報告を承認しました。

■新規加入者  ６６名（5/1～5/31）
■出 資 金  ５億８,７９０ 万円
■班　　　数  ２９６班

今、宮崎医療生協は 2019年5月末現在

■総組合員数  ４９,９７２ 名
■平均出資金  １１,７６５ 円
■               ２０,４３９ 部おげんきですか
手配り配布数

　

皆
さ
ん
、
こ

ん
に
ち
は
。
生

協
病
院
内
科
医

の
中
島
徹
で
す
。

毎
日
多
忙
で
お

疲
れ
モ
ー
ド
で

心
身
落
ち
込
み
が
ち
で
す
。
そ
ん
な
中

で
も
、
な
る
べ
く
心
が
け
て
い
る
事
、①

そ
の
日
良
か
っ
た
こ
と
を
１
つ
見
つ
け

る
。②
毎
日
他
人
を
ほ
め
る
。
誰
に
も
会

わ
な
い
日
は
自
分
を
ほ
め
る
。③
や
る
か

や
ら
な
い
か
迷
う
時
は
、
と
り
あ
え
ず

や
っ
て
み
る
。④
１
日
１
回
、
本
気
で
笑

う
。⑤
な
る
べ
く
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
言
葉
を

使
う
。
簡
単
な

こ
と
で
す
が
、

ち
ょ
っ
と
気
持

ち
が
楽
に
な
り

ま
す
。

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　

今
月
は
中
島
徹
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　

今
月
は
中
島
徹
医
師
で
す

『
宮
崎
生
協
病
院
医
師
紹
介
』

　
　

今
月
は
中
島
徹
医
師
で
す

○当院の売店は委託運営となっております。この間、同様のご意見があり確認を
いたしました所、食品衛生上保冷の問題等複数の要因から、取り扱いを見送る
結果となっています。ご不便をおかしますが、ご理解とご了承をお願いします。

　

2
0
1
9
年
度
第
25

回
総
会
を
、
4
月
27
日

江
川
春
枝
ギ
ャ
ラ
リ
ー

に
て
行
い
、
33
名
が
参
加

し
ま
し
た
。オ
ー
プ
ニ
ン

グ
で
は
ギ
タ
ー
の
伴
奏

に
合
わ
せ
て
「
大
き
な

歌
」を
輪
唱
、
開
会
あ
い

さ
つ
の
あ
と
、
生
協
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
べ
お
か
の
山
本
輝
子
師
長
か
ら
ク
リ

ニ
ッ
ク
の
現
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。昨
年
度
の

活
動
と
会
計
報
告
、
今
年
度
の
活
動
と
予
算
案

の
提
案
が
あ
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
講
演
で
は
昨
年
に
続
き
、
4
月
に
宮
崎

生
協
病
院
に
赴
任
さ
れ
た
研
修
医
の
有
田
千
沙

都
先
生
が
講
演
を
。昨
年
は
医
学
生
と
し
て
の

話
し
で
し
た
が
、
今
年
は
研
修
医
と
し
て
の
体

験
と
思
い
を
熱
く
語
っ
て
い
た
だ
き
、組
合
員
さ

ん
か
ら
「
来
年
も
来
て―

」
と
の
歓
声
が
わ
き
ま

し
た
。軽
食
＆
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
の
懇
談
会
は
、
み

な
さ
ん
の
心
の
触
れ
合
い
を
も
っ
て
、
楽
し
い
総

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。　
　
　

（
支
部
長　

水
永
玲
子
）

朝
か
ら
の
あ
い
に
く
の
雨
だ
っ
た
が
、
5
月
9

日
、
南
部
自
治
公
民
館
に
約
束
し
て
く
れ
た
人

が
ほ
と
ん
ど
来
ら
れ
、
昨
年
よ
り
2
名
多
い
33

名
の
参
加
。総
会
の
中
心
は
映
画
『
ザ
・
思
い
や

り
Ⅱ
』。米
軍
基
地
は
日
本
を
守
る
の
で
は
な

く
、米
軍
が
イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
な
ど
へ
の
出
撃
基

地
だ
と
い
う
こ
と
が
良
く
わ
か
っ
た
。し
か
し
、

初
め
て
思
い
や
り
予
算
の
こ
と
を
聞
く
人
に
上

手
く
伝
わ
っ
た
だ
ろ
う
か
。議
長
は
地
元
の
自
治

会
長
に
お
願
い
し
、
手
際
良
く
議
事
を
進
行
し

て
い
た
だ
き
感
謝
で
す
。宮
崎
医
療
生
協
の
活

動
紹
介
は
ス
ラ
イ
ド
で
視
覚
的
に
と
ら
え
説
明

が
入
り
易
か
っ
た
。

課
題
は
も
っ
と
た
く
さ
ん
の
組
合
員
さ
ん
に

参
加
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
る
こ
と
。医
療
生

協
の「
安
心
し
て
住
め
る
ま
ち
、
健
康
な
ま
ち
づ

く
り
」
の
活
動
目
的
は
、

地
域
の
自
治
会
、
社
協

と
同
じ
な
の
で
、
地
域
の

各
種
団
体
、善
意
の
人
々

と
協
力
・
協
同
し
て
い

き
た
い
。　

（
支
部
長 

長
田
勝
三
郎
）

5
月
11
日
、宮
崎
市
西
部
地
区
農
村

環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
た
総

会
は
、
26
名
の
組
合
員
さ
ん
が
出
席
し

ま
し
た
。中
で
も
3
月
の
バ
ス
ハ
イ
ク
の

参
加
者
や
新
組
合
員
の
方
が
多
数
来

ら
れ
、コ
ー
ル
レ
イ
ン
ボ
ウ
班
員
の
シ
ャ

ン
ソ
ン
2
曲
を
聴
き
う
っ
と
り
し
た

後
、議
題
に
入
り
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
宮
崎
県
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
の
甲
斐
善
哉
氏
を
講
師
に
招
き
『
く
ら
し
の
中
の
契

約
』を
学
び
ま
し
た
。「
日
頃
お
店
で
買
い
物
を
す
る
、
通
信
販

売
で
商
品
を
購
入
す
る
な
ど
自
分
か
ら
買
う
こ
と
は
す
べ
て

契
約
に
な
り
ま
す
が
、
訪
問
販
売
の
場
合
は
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ

制
度
が
利
用
で
き
る
の
で
、
わ
か
ら
な
い
場
合
は
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
」
と
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い
な
が

ら
の
わ
か
り
や
す
い
講
話
で
し
た
。（
支
部
長　

松
尾
美
智
子
）

　

5
月
11
日
、都
城
市
市
民
文
化
ホ
ー

ル
会
議
室
に
組
合
員
40
名
が
参
加
し
、

都
北
支
部
総
会
は
、
ス
ム
ー
ズ
に
進
行

し
ま
し
た
。そ
の
後
の
講
演
で
は
、
都

城
市
役
所
総
務
課
か
ら
4
名
が
来
ら

れ
『
安
全
と
安
心
』
と
題
し
て〝
交
通
事

故
の
注
意
と
オ
レ
オ
レ
詐
欺
防
止
〞の

講
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。都
城
の
組

合
員
さ
ん
は
、
宮
崎
生
協
病
院
を
ほ
と

ん
ど
利
用
し
た
こ
と
が
な
い
た
め
「
生
協
病
院
附
属
棟
の
見
学

を
し
た
い
」な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
支
部
長　

安
岡
カ
ツ
子
）

コ
ー
プ
さ
ど
わ
ら
店
に
近
い
新
町
公
民
館
に
5
月
14
日
、
42

名
の
組
合
員
が
集
っ
た
支
部
総
会
は
、
医
師
後
継
者
対
策
か
ら

は
じ
ま
り
ま
し
た
。宮
崎
民
医
連
の
宮
田
宗
三
氏
の
話
し
は
、

現
在
の
宮
崎
医
療
生
協
の
果
た
し
て
い
る
役
割
と
努
力
が
、
組

合
員
の
み
な
さ
ん
に
よ
く
理
解
さ
れ
た
様
に
み
え
ま
し
た
。〝

3
6
5
歩
の
マ
ー
チ
〞の
曲
に
合
わ
せ
た
リ
ズ
ム
体
操
で
は
じ

ま
っ
た
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
の
後
、議
事
に
入
り
ま
し
た
。組
合
員
活

動
は
ス
ラ
イ
ド
に
よ
る
報
告
で
、
内
容
と
趣
旨
が
伝
わ
っ
た
様

で
す
。西
亜
記
子
組
織
部
次
長
か
ら
『
い
つ
ま
で
も
い
き
い
き
と

過
ご
す
た
め
に
』
と
題
し
フ
レ
イ
ル

予
防
の
話
し
が
あ
り
、
こ
れ
か
ら
の

生
活
の
中
で
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と

と
思
い
ま
す
。今
年
度
は
2
名
の
運

営
委
員
が
増
え
ま
し
た
。閉
会
後
は

恒
例
と
な
っ
た〝
け
ん
ち
ん
汁
と
お

弁
当
〞で
和
や
か
な
昼
食
会
で
懇
親

し
ま
し
た
。

（
副
支
部
長　

野
崎
和
子
）

5
月
16
日
、
小
松
台
ハ
イ
ラ
ン
ド
集
会
所
に
て
開
催
、

47
名
の
参
加
で
し
た
。沢
山
の
方
が
参
加
し
た
く
な
る
楽

し
い
内
容
を
企
画
。開
会
あ
い
さ
つ
で
は
宮
田
徳
一
理
事

よ
り
、
生
協
病
院
附
属
棟
建
設
出
資
金
増
資
の
お
願
い

と
医
療
生
協
の
保
健
予
防
活
動
に
つ
い
て
「
健
康
チ
ェ
ッ

ク
と
健
康
診
断
で
と
も
に
明
る
く
元
気
に
長
生
き
し
ま

し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。ま
た
黒
木
愛
子
支
部
長

か
ら
昨
年
度
活
動
報
告
お
よ
び
今
年
度
の
保
健
学
校（
バ

ス
ハ
イ
ク
・
料
理
実
習
・
施
設
見
学
）、
富
吉
地
区
マ
ッ

プ
づ
く
り
活
動
な
ど
の
活
動
計
画
案
は
承
認
の
拍
手
を

受
け
ま
し
た
。

学
習
会
で
は
医
療
生
協
組
織
部
の
木
場
み
ち
子
氏
に

よ
る『
笑
い
ヨ
ガ
』は
両
手
を
伸
ば
し
、大
き
な
掛
け
声
で

会
場
は
楽
し
い
笑
い
声
で
好
評
で
し
た
。ま
た
医
療
生
協

「
ぎ
お
ん
の
家
」
河
原
健
太
所
長
の
施
設
紹
介
は
み
な
さ

ん
熱
心
に
聴
か
れ
質
問
さ
れ
る
方
も
い
ま
し
た
。昼
食
懇

親
会
で
は
、
地
域
参
加
の
フ
ラ
ダ
ン
ス
や
手
話
ダ
ン
ス
の

披
露
に
魅
了
さ
れ
、
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー

ム
や
手
作
り
品
、
野
菜
な
ど
の
バ

ザ
ー
販
売
も
賑
わ
い
ま
し
た
。支

部
ス
ロ
ー
ガ
ン
『
地
域
で
楽
し
く

健
康
づ
く
り
の
輪
を
広
め
、
仲
間

を
増
や
そ
う
』
の
成
果
に
つ
な
が

る
総
会
で
し
た
。　
　
　
　

（
運
営
委
員　

立
川
沢
子
）

国
富
町
農
村
環
境
改
善
セ
ン

タ
ー
に
5
月
18
日
雨
天
の
中
、
26

名
の
組
合
員
が
集
い
ま
し
た
。

「
医
師
養
成
と
医
師
確
保
の
取
り

組
み
」、「
宮
崎
医
療
生
協
の
活
動

紹
介
」、「
活
動
・
決
算
報
告
」、

「
2
0
1
9
年
度
活
動
計
画
・

予
算
案
」の
承
認
後
、
国
富
町
保

健
介
護
課
の
出
前
講
座
『
介
護
に

つ
い
て
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
』学
習
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

運
営
委
員
が
司
会
や
議
長
、受
付
や
物
品
販
売
な
ど
を

任
務
分
担
し
、「
他
の
支
部
の
よ
う
に
楽
し
い
内
容
を
取

り
入
れ
た
い
」、「
3
5
0
軒
の〝
お
げ
ん
き
で
す
か
〞配
布

全
世
帯
に
総
会
の
案
内
を
し
た
い
」
な
ど
の
声
が
出
さ
れ

ま
し
た
が
、「
こ
ん
な
こ
と
を
や
ろ
う
」
と
い
う
積
極
的
な

意
見
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。講
演
で
は
、
国
富
町
は

現
状
の
中
で
そ
れ
な
り
に
一
生
懸
命
取
り
組
ん
で
お
ら
れ

る
様
子
が
伺
え
ま
し
た
が
、「
少
子
高
齢
化
で
国
に
は
お

金
が
な
い
の
で
」
の
前
提
で
の
話
で
し
た
。国
の
お
金
の
使

い
方
、
お
金（
財
源
）の
集
め
方
、
応
分
負
担
な
ど
に
も
触

れ
ら
れ
た
学
習
会
を
今
後
は
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
支
部
長　

飯
尾
博
）
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「来年も来て」の歓声が「来年も来て」の歓声が

映画『ザ思いやり』を鑑賞映画『ザ思いやり』を鑑賞

『くらしの中の契約』を学ぶ『くらしの中の契約』を学ぶ

『安全と安心』を学ぶ『安全と安心』を学ぶ

『フレイル予防』を学ぶ『フレイル予防』を学ぶ

フラダンスに魅了されましたフラダンスに魅了されました

介護の実情を行政から学ぶ介護の実情を行政から学ぶ

5
月
25
日
（
土
）、
西
都
市
の
組
合
員

さ
ん
の
呼
び
か
け
で
、
西
都
市
公
民
館
に

て
健
康
体
操
を
開
催
し
、
12
名
が
参
加

し
ま
し
た
。講
師
は
宮
崎
生
協
病
院
理

学
療
法
士
の
井
之
上
花
菜
子
さ
ん
。組

合
員
さ
ん
の
要
望
で『
自
分
た
ち
で
で
き

る
筋
力
運
動
』
を
実
技
と
ス
ラ
イ
ド
を

交
え
な
が
ら
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。

運
動
の
目
的
と
効
果
の
説
明
の
あ
と
、

実
際
に
脚
の
筋
力
を
評
価
す
る〝
チ
ェ
ア

ス
タ
ン
ド
テ
ス
ト
〞、
移
動
と
転
倒
リ
ス

ク
を
評
価
す
る〝
Ｔ
Ｕ
Ｇ（
タ
イ
ム
ア
ッ

プ
ア
ン
ド
ゴ
ー
）〞、
歩
行
能
力
を
評
価

す
る〝
4
ｍ
歩
行
テ
ス
ト
〞を
計
測
し
ま

し
た
。転
倒
予
防
運
動
と
し
て
、
腿
上
げ

や
膝
関
節
の
曲
げ
伸
ば
し
、
つ
ま
先
・

踵
上
げ
、
ハ
ー
フ
ス
ク
ワ
ッ
ト
な
ど
も
行

い
ま
し
た
。ま
た
、ぎ
っ
く
り
腰
予
防
の
コ

ツ
や
体
操
と
し
て
腰
痛
体
操
や
日
常
生

活
で
の
注
意
点
な
ど
も
学
び
ま
し
た
。

参
加
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
「
朝
寝
て
い

て
、
足
が
つ
る
原
因
は
」「
朝
方
、
親
指
が

硬
く
な
る
こ
と
が
あ
る
が
、こ
れ
は
筋
力

が
原
因
で
す
か
」「
大
腿
骨
頚
部
骨
折
と

股
関
節
と
の
関
係
は
」「
ダ
イ
エ
ッ
ト
に

良
い
運
動
は
」な
ど
の
質
問
や
意
見
が
で

ま
し
た
。無
理
を

し
な
い
程
度
に
運

動
を
続
け
、
3
ヶ

月
後
に
再
度
筋
力

測
定
を
自
分
で
行

い
、
当
日
の
結
果

と
比
較
す
る
内
容

の
健
康
体
操
で
し

た
。（
組
織
部
）

河
野 

ミ
チ
子
さ
ん
（
佐
土
原
支
部
）

〈
短
歌
〉　

県北支部は、‘１７年度から各委
員会を基礎とした活動をすすめて
きました。吉村憲行理事と２６名の
運営委員で構成、委員会としての
立案と企画で各委員会がめざす活
動の具体化に取り組んでいます。

昨年度、まちづくり委員会はサロンを立ち上
げ、健康づくり委員会は組織的な取り組みまでは
いけなかったものの、健康チェックの実技向上に
力を入れました。また、平和社保委員会は社会保
障の学習会を計画、50名余りの参加者で成功さ
せるなど一定の成果をあげました。
日常的な活動は67班の班会を中心に活動して

います。目指すところは全班が年間3回以上の開
催。支部には現在、227名の手配りさんがおり
2,330部余りの機関紙が直接組合員に届けられ
とても助かっています。手配りさんには班長を兼
ねている人も多く、多忙な中を支部活動にも協力
を頂いています。
毎年の課題達成の裏にはこうした組合員さんの

支えがあることに感謝しながら、今年度はさらに委
員会活動の具体化をすすめて医療生協の活動の
「見える化」の工夫に努めていきたいと思います。
　　　　　　　　　　   （支部長 甲斐郁枝）

支部活動紹介（県北支部）支部活動紹介（県北支部） 西西
都都
市市
公公
民民
館館
で
健健
康康
体体
操操
をを
開開
催

西
都
市
公
民
館
で
健
康
体
操
を
開
催

夏バテ予防ではじける夏をすごそう！夏バテ予防で防でではじける夏をすごそう！夏バテ予防ではじける夏をすごそう！夏バテ予防ではじける夏をすごそう！夏バテ予防ではじける夏をすごそう！
　皆さん、「夏バテ」と聞いて何をイメージしますか？食欲が落ちる、体がだるい、夜も暑くて寝苦
しい・・・。暑さによる体の不調はもちろんですが、最近では冷房の効いた室内と暑い屋外との「温
度差」で自律神経が乱れ、体調不良を引き起こすことも知られています。 研修医　井上奈津子研修医　井上奈津子

 現代の夏バテは、イメージしやすい夏バテの状態に加えて「冷え」「コリ」
が特徴です。例えば

・暑いので冷たいジュースや炭酸をよく飲む
・冷房がよく効いた室内で過ごすことが多い
といった習慣は体を冷やしすぎてしまい、だるさや
疲れやすさを感じる原因になります。また

・動くと疲れるので、動かないようにする
・汗をかきたくない、トイレが近くなるので水分は控える
といった習慣は血行を悪くし「冷え」「コリ」が加速することで、やはり体の
不調につながります。

 「首」「手首」「足首」の３つの首は太い血管が集まる場所です。ここを冷やし
すぎると、体中をめぐる血液が冷え、体が冷えすぎてしまいます。冷房がよくき
いた室内では靴下やはおりもので冷えすぎを防ぎ、首、手首、足首を回すなど
のストレッチで血行を良くしましょう。

 夏場は熱いからとシャワーだけで済ませてしまい
がちです。しかし、38℃くらいのお湯につかること
で凝った体をほぐし、リラックスすることができま
す。疲れやコリをためないためにも週に１回くらい
は湯船につかりましょう。

　暑くて食欲がないときでも、食べやすい麺類ばかりに偏らないよう気を付け
ましょう。消化に良い鶏肉や白身魚は消耗しがちなたんぱく質をとることがで
きます。シソやみょうがなど旬の香味野菜、柑橘類の酸味を生かした料理など
ひと工夫して栄養豊富な食事を心がけましょう。また、夏
バテ予防に大切な栄養素には、豚肉、レバー、大豆、玄米な
どに含まれるビタミンB1、みかん、ブロッコリー、ホウレン
ソウ、ピーマンなどに含まれるビタミンCがあります。

　もうすでに暑い宮崎です。夏バテ防止の習慣で、鮮やかなこの季節を
太陽よりも輝いて楽しんで過ごしましょう。　

（生協病院1年目研修医　井上奈津子）

3つの首は冷やさないその
１

食生活から夏バテ予防その
３

38℃のお湯につかろうその
２

組合員の転居及び氏名変更、お亡くなりになられた場合は宮崎医療生協（電話０９８５－２３ー７１６８）までご連絡ください。

健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。 健康をつくる。平和をつくる。頼りになる医療生協をつくる。


